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記入日：

団体名称

活動テーマ

活動の目的

※長期成果とは、活動目標に向かって継続的な事業を進める中で将来得られる活動成果とします。

※本シートは、助成事業の成果報告として、団体のPR活動等に役立てて頂くためのものです。

※活動目的には、団体の主な活動分野を記載してください。また活動が多岐にわたる場合は、主要な活動分野を記載してください。

※一般に公表されますので、記載内容、画像については、プライバシー、著作権等に関する配慮をお願いします。

※活動テーマと活動目的は、プルダウンリストから当団体に申請いただいた活動テーマを選択してください。

（活動テーマの分類が複数ある場合は、申請事業に最も該当するテーマにしてください）

※白いセルにご記入をお願いします。グレーのセルに入力するとシートに不具合が発生します。

活　　動 　　風 　景

子ども活動のNPOからの情報提供

（チャイルドライン支援センターの方と）
メンバー内でのサイトコンテンツ等の検討風景 サイトリニューアル後のコンテンツ画面（スマホ）

助成金額

684,000円
〒 162-0065

（住所）東京都新宿区住吉町8-5-2A

（団体名）特定非営利活動法人ストップいじめナビ

（ホームページ）：http://stopijime.org　http://stopijime.jp
助成期間

H29.9.1～H30.8.31

2017年度 ドコモ市民活動団体助成事業　終了報告書
2018年9月27日

活動名
「いじめから抜け出す方法はあるよ！」

情報発信プロジェクト

特定非営利活動法人ストップいじめナビ

子どもの健全な育成を支援する活動

④子どもの居場所づくり

■実施スケジュール結果

■得られたノウハウの共有・発信

・ウェブサイトのリニューアル、特にスマホ対応としてアップ

グレードできたことにより、子どもたちへのアクセスしやすい

環境づくりをすることができた。

・サイトリニューアルに際し、子ども問題に関係する団体

や活動の方々からの情報提供をいただくことによって、発

信コンテンツの内容の幅を広げるきっかけとなった。

・サイトリニューアル後、大学や高校生からサイトを見たと

いうことで、7件ほどの問い合わせをいただき、順次面会

している。いじめで困った子どもだけではなく、いじめを何

とかしたい子どもや若者との接点ができ始めたのは、思

わぬ成果である。

・サイトリニューアルをきっかけとして、報道や教育関係者

への活用のための広報を始めることができた。

・課題は、サイトリニューアルに時間を割いたため、さらな

るコンテンツ追加作業が遅れたこと。また広報に関しても

不足な部分があった。これらは事業終了後も力を入れ

て継続していく。この問題は継続性が重要なため、引き

続き、知恵を絞りつつ継続したい。

いじめやいやがらせで、いざという時のための子どもや保護者・学校に役に立つ情報や、いじめ予防、自殺予防、学校環境の

改善のため、さらなる情報発信の強化・推進を行いたい。そのため特にウェブを「スマホ対応」にし、コンテンツを更新し、いじめ

を受けている子どもや周辺が解決へ結びつく情報発信の環境を構築・充実させたい。

① 事務局ミーティング

② リニューアルに向けたプロジェクトメンバーミーティング

③ サイト作成担当者との打ち合わせ

④ サイト作成のための情報の提供を受ける

⑤ サイト作成・検討作業

⑥ 新サイトローンチ（公開）

⑦ いくつかのコンテンツの追加作業実施

⑧ 夏休み明け自殺関連に絡めて、報道取材受け、周知作業、また

教育機関等への広報を実施（事業終了後も継続）

■活動目標

■得られた成果と今後の課題 ■受益者や地域社会の変化

・子どもたちに受け入れてもらいやすい、優しいレイアウトに

できたことが大きなポイントとなっており、実際に子どもに聞

いても、「優しい感じのレイアウトで、みやすくなった」と回答

をいただいた。

・サイトリニューアルに関しての直接な報道はなかったが、夏

休み明け自殺やブラック校則に関する、助成金事業外で

の取材対応の際に、お知らせをすることによって、マスコミへ

の広報・認知はできたと思う。今後、いじめに関する報道

の際の紹介等を期待したい。

・サイトコンテンツの中で特に大人のアクセスが多いのは「統

計データ」と「LGBTといじめ」であり、他のサイトにはない多

くのデータをもとにいじめを分析、紹介できているのは意味

がある。現場教師からも問い合わせがあり、正確ないじめ

対策への議論に寄与できている。

・一方で、アクセスについてはリニューアルから間もないの

で、明確な成果は現れておらず、いじめが増加する2学期

に向けて子どもたちに役立ててもらうための作業を今後行

う。

・事業内で得られた他の団体の情報や、独自に収集し

たいじめに関する情報やノウハウは、私たちが持っている

情報を他の子どもNPO等に共有（チャイルドラインや不

登校新聞社、ライフリンク等）を行った。

・また、報道関係者等や各行政関係者（大津市

等）、学校現場（関東の私立学校を中心に）、さら

にSNS事業者など、つながりのある所への発信と連携を

行っている。

・また、さらに自治体主催による一般市民向けや教育

関係者向けの講演会や教職員研修、子どもNPOの研

修等からの講演等の依頼があり（今年度は30講演以

上予定）、事業内の成果物である「広報チラシ」を使

い、サイト活用への広報と、情報の発信に努めている

（チラシは事業後も増刷し、継続配布の予定）。

・何より、サイトリニューアルによって、サイトでノウハウの

紹介ができるプラットフォームができたのは何よりの成果

である。発信を継続していきたい。

■長期成果
いじめや嫌がらせを受けている子どもたちに、友人、先生、親以外の「つながる先」の提供、また、自ら解決する力を得られる方

法を、多くの子どもたちにアクセスできるようにし、いじめを生みにくい学校づくりへの促進へつなげる。

■各スケジュールごとの活動内容■活動結果（概要）

いじめなどで悩みを抱えている子どもたちや保護者のための役立つ情

報の発信のためのサイトリニューアルに関しては、無事全面的なアップ

デートが終わり運用を開始できた。特に「スマホ対応」にできたことによ

る発信力の効果は大きいと認識する。一方で、さらなるコンテンツの追

加や継続的な広報は事業期間内で不足しがちだったので、事業終

了後も継続した更新や作業を行っていく。

2017.9～＜随時＞

2017.10～＜数回＞

2017.11

2017.12～

2018.1～＜随時＞

2018.5.2

2018.7

2018.8～


